
 

 

今年度は開校記念日（５月２０日）が土曜日にあたりま

したので、前日１９日（金）に全校集会を実施し、校長先

生より講話をしていただきました。 

終戦翌年、長崎県最後の旧制中学として開校した西彼杵

高校は、昨年度創立７０周年を迎え新たな一歩を踏み出し

たところです。校長先生から、「大正の初め頃には、この

地域の方々は学びたくても旧制中学が無く、長崎や佐世保

まで行かなくてはならなかった。先人の大きな願いと努力の上に私たちは学校生活を送

ることができています。この学校で良かった、この学校に学ぶために来た という気持

ちで今の学校生活をより良いものにしていってほし

いし、そういう努力を皆に願いたい。」とお話があり

ました。また「西濤 の【濤】はうねりを伴った大き

な波という意味があります。これからの君たちの有り

様を表す言葉です。波を起こすには勢いが必要です。

大きな波を起こそうという気迫・気持ちを持って生活

して欲しい。」とも仰いました。 
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